
就　職　先 勤務地 職　　　種 性別・数
カイシンエレクトロニクス株式会社 長 野 市 電子機器組立配線 女
カイシン工業株式会社 長 野 市 金属加工検査工 男
テクノエクセル株式会社 長 野 市 家電組立加工 女
ハイネスライフ 長 野 市 介護 女
マルコメ株式会社 長 野 市 食品製造 女
ヤマキ工業株式会社 須 坂 市 建築外装材製造 男
株式会社 長野県Ａコープ 長 野 市 食品販売加工職 男
株式会社アイテクノ矢嶋 長 野 市 半導体電子部品製造 男
株式会社コヤマ 長 野 市 自動車部品製造 男
株式会社サンクゼール 飯 綱 町 食品製造 女
株式会社サンテック 長 野 市 アパレル販売スタッフ 女
株式会社ツルヤ 長 野 市 販売 男1女1
株式会社ミスズライフ 飯 綱 町 食品製造 女
株式会社五明 長 野 市 塗装業 男
信濃電気製錬株式会社 信 濃 町 研磨材製造 男
新日本警備保障株式会社 長 野 市 警備総合職 男2
仁科工業株式会社 長 野 市 産業用機械製造 男
善光寺白馬電鉄株式会社 長 野 市 トラック運転手 男
日新医療食品株式会社　中部支店 長 野 市 調理員 女
富士通インターコネクトテクノロジーズ株式会社 信 濃 町 プリント基板製造 男3
豊木工舎 長 野 市 大工 男
有限会社タケジコーポレーション 長 野 市 ハンバーガー製造販売 女
アスザックフーズ株式会社 須 坂 市 食品製造 女
デイリーはやしや 千 曲 市 食品製造 女
株式会社　デリクックちくま 長 野 市 調理業務 女
株式会社ケーアイ・オギワラ 中 野 市 きのこ製造 女
株式会社システムアプリケーション 小布施町 機械組立配線 女
株式会社長野エーコープサプライ 長 野 市 葬祭スタッフ 女
社会福祉法人敬老園 長 野 市 介護 男
信越理研株式会社 長 野 市 金属メッキ加工 男
長野愛知電機株式会社 長 野 市 電気・電子部品組立検査 男
湯本工務店 中 野 市 大工 男
株式会社ニッショク 大 阪 府 食肉販売加工 男
有限会社東京堂 新 潟 県 菓子販売 女
RYOPON株式会社 東 京 都 事務職 女

学校区分 学　　校　　名

四年制大学

松本大学　総合経営学部観光ホスピタリティー学科
松本大学　総合経営学部総合経営学科
清泉女学院大学　看護学部看護学科
清泉女学院大学　人間学部文化学科
長野医療保健大学　看護学部看護学科
新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部作業療法学科
金沢工業大学　工学部機械工学科

短期大学 清泉女学院短期大学　国際コミュニケーション科（3名）

　

北
信
濃
、
五
岳
に
も
多
く
の
雪
の

残
る
中
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
の

丘
か
ら
、
社
会
に
巣
立
つ
三
年
生
の

皆
さ
ん
の
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
の
総
会
に
お
い
て

北
部
高
校
同
窓
会
の
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
、
今
期
の
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。

　

同
窓
会
活
動
に
一
生
懸
命
、
努
力

を
し
本
会
の
目
的
で
あ
る　
「
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
ま
た
、
母
校

発
展
に
寄
与
す
る
」
に
向
け
、
同
窓

会
会
員
の
皆
様
、
関
係
す
る
方
々
の

助
言
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
百
年

余
の
歴
史
を
も
つ
北
部
高
校
同
窓
会

と
し
て
、
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
、
事
業
実
績
を
引
き
継
ぎ
ま

す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
秋
ご
ろ
、
中
国

武
漢
で
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
全
世
界
に
蔓
延
し
、
令
和

二
年
一
月
か
ら
は
、
日
本
で
も
全
国

に
感
染
拡
大
し
て
、
全
て
の
活
動
が

制
約
と
停
止
の
始
ま
り
で
し
た
。
二

月
下
旬
か
ら
は
国
、
安
倍
総
理
の
一

声
で
教
育
の
場
で
も
、
学
校
の
一
斉

休
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
北
部
高
校

で
も
例
外
な
く
、
高
校
生
活
、
青
春

の
締
め
括
り
が
、
ま
た
希
望
に
溢
れ

る
高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
も
厳
し
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。　

　

四
月
に
入
り
五
月
末
ま
で
、
二
か

月
に
及
ぶ
休
校
で
学
友
作
り
、
ク
ラ

ブ
活
動
、
学
校
行
事
全
て
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
家
庭
で
の
学
習
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
学
校
祭

「
北
斗
祭
」
も
中
止
と
な
り
学
校
活

動
の
、
発
表
の
機
会
を
無
く
し
ま
し

た
。
夏
休
み
後
は
少
し
ず
つ
で
も
あ

り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
、
対
策
を
し
た
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ま
た
、

本
校
で
の
特
色
を
活
か
し
た
「
地
域

授
業
」
と
し
て
、
一
年
生
の
リ
ン
ゴ

栽
培
、
収
穫
し
た
リ
ン
ゴ
で
ア
プ
ル

パ
イ
作
り
、
ジ
ュ
ー
ス
、
シ
ー
ド
ル

作
り
な
ど
を
体
験
し
、
地
域
の
食
文

化
を
学
ぶ
で
は
「
そ
ば
打
ち
体
験
」

を
、
全
国
優
勝
し
た
下
高
井
農
林
高

校
「
そ
ば
班
」
を
迎
え
学
ん
だ
そ
う

で
す
。

　

三
年
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
三
密

を
避
け
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
就
職
活

動
そ
し
て
、
進
学
を
控
え
た
皆
さ
ん

は
学
力
試
験
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま

本
試
験
へ
の
挑
戦
と
な
り
ま
す
。
最

大
の
望
む
も
の
を
掴
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

令
和
二
年
度
は
、
全
校
生
徒
の
団

結
、
協
力
、
理
解
、
ま
た
、
小
林
校

長
先
生
は
じ
め
、
先
生
方
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
言
う
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
案
に
向
き
合
い
、
生

徒
の
向
上
心
を
下
げ
る
こ
と
な
く
指

導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
敬
意
を

表
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
国
政
で
も
長
期

政
権
を
続
け
た
安
倍
体
制
も
八
月

に
、
首
相
の
辞
任
で
新
た
に
菅
総
裁

が
自
民
党
総
会
で
誕
生
し
、
九
月

十
六
日
臨
時
国
会
で
首
相
に
指
名
さ

れ
、
菅
総
理
大
臣
が
内
閣
を
組
閣
、

菅
政
権
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
の
対
応
、
対
策
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。
四
月
の
国
が
発
出

し
た
緊
急
事
態
宣
言
に
始
ま
り
人
々

の
移
動
、
活
動
の
制
限
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
十
月
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
で
の
国
内
移
動
が
緩
み
、
再
び
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
増
し
に

拡
大
し
令
和
三
年
一
月
に
、
緊
急
事

態
宣
言
が
地
域
を
限
定
さ
れ
た
中
で

国
よ
り
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
戦
い
が
ま
た
、
共
生
が
こ
れ
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三
年
生
の
皆
さ
ん
御
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
こ

れ
ま
で
の
学
び
を
活
か
し
各
々
の
道

を
精
一
杯
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

二
ヶ
月
間
の
休
校
、
就
職
試
験
開
始

の
一
ヶ
月
遅
れ
な
ど
異
例
ず
く
め
の

一
年
間
で
し
た
が
、
一
月
末
時
点
で

数
名
の
進
路
未
定
者
が
い
る
も
の
の

ほ
ぼ
希
望
通
り
の
進
路
が
実
現
で
き

て
い
ま
す
。

　

進
学
先
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
っ
て
か
首
都
圏
の
学
校
へ
の
進
学

は
少
な
く
県
内
ま
た
は
近
隣
諸
県
へ

の
進
学
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
医
療
看
護

系
へ
の
進
学
が
四
名
お
り
頭
の
下
が

る
思
い
で
す
。

　

就
職
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
出

て
お
り
、
業
績
不
振
で
求
人
を
取
り

下
げ
た
企
業
が
あ
る
ほ
か
全
体
と
し

て
厳
選
採
用
の
傾
向
が
あ
り
、
応
募

一
社
目
は
例
年
に
な
い
苦
戦
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
マ
ル
コ
メ
、

ア
パ
レ
ル
販
売
な
ど
人
気
が
高
く
難

関
と
み
ら
れ
る
企
業
か
ら
の
内
定
を

勝
ち
取
っ
た
生
徒
も
お
り
、
適
性
を

見
極
め
て
目
標
を
し
っ
か
り
定
め
最

後
ま
で
頑
張
り
抜
く
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

一･

二
年
生
の
進
路
学
習
は
例
年

の
よ
う
に
人
事
担
当
者
や
先
輩
を
呼

ん
で
の
講
話
は
開
催
で
き
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
企
業
紹

介
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
就
職
試
験
で
は
計
算
力

や
漢
字
の
読
み
書
き
、
文
章
力
不
足

に
よ
る
不
採
用
が
目
立
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
く
と
見
ら
れ

る
中
、
中
学
ま
で
の
学
び
直
し
を
含

め
基
礎
学
力
の
充
実
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
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の
ア
プ
リ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
活
用
し
、

事
前
に
撮
影
し
た
映
像
や
生
放
送
を

配
信
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
厳
し
い

環
境
の
中
、
工
夫
を
凝
ら
し
開
催
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

私
の
北
部
高
校
に
お
け
る
三
年
間

は
、
学
習
、
生
徒
会
活
動
、
イ
ベ
ン

ト
等
に
関
わ
り
、
想
像
以
上
に
多
く

の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
時
に
は
つ
ら
く
心
が
折
れ

そ
う
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
経
験
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の

改
善
す
べ
き
点
が

私
の
中
で
明
確
に

な
り
成
長
す
る
機

会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
更
な
る

成
長
を
目
指
し
進

学
、
社
会
人
と
し

て
活
躍
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
輩
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、

諸
先
輩
方
か
ら
の

叱
咤
激
励
を
賜

り
、
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

発行者

印刷者

長野県北部高等学校
同 窓 会
電話 026−253−2030
カ シ ヨ 株 式 会 社

進
路
指
導
係
　
馬
嶋
　
通

同
窓
会
長

　
　
石 
川
　
広 

之

■  

今
年
度
の
進
路
指
導
を
振
り
返
っ
て  

■輝
く
、
明
日
へ

■進学（四大・短大）

■就職

就　職 進　学 未　定
合　　計就　　職

内 定 者
就　　職
未内定者

四年制大学
合 格 者

短期大学
合 格 者

専門学校
合 格 者

合 格 者
合　　計

進学未定
家居他

男子（人） 21 0 5 0 25 30 2 53
女子（人） 18 3 2 3 10 15 2 38
合計（人） 39 3 7 3 35 45 4 91
割合（％） 42.9 3.3 7.7 3.3 38.5 49.5 4.4 100

令和2年度 北部高校進路状況（令和3年2月21日現在）



と
変
わ
ら
ず
に
本
校
の
校
舎
や
生
徒

を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。
昨
年

度
の
百
十
周
年
記
念
事
業
で
は
Ｆ
Ｆ

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
末
に
は
、

県
予
算
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
教
室
へ
の
設
置
も
終
了
し
、

お
陰
様
で
一
年
を
通
し
て
生
徒
た
ち

は
快
適
な
環
境
の
中
で
学
校
生
活
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
、
本
校
は
本
年
度
一
年
生
か
ら

二
ク
ラ
ス
募
集
と
な
り
、
二
・
三
年

生
各
三
ク
ラ
ス
と
合
わ
せ
て
八
ク
ラ

ス
、
生
徒
数
約
二
四
〇
名
規
模
と

な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か

か
ら
国
民
が
終
息
を
願
う
先
に
、
光

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

が
有
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
バ
イ

デ
ン
氏
へ
政
権
移
譲
に
な
り
ま
す
。

民
主
主
義
の
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
連
邦
議
会
が
襲
撃
さ
れ
た
映
像
は

悲
痛
な
も
の
で
し
た
。

　

世
界
の
重
要
事
案
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
、
世
界
の
感

染
者
は
一
億
人
を
超
え
、
毎
日
の
よ

う
に
増
え
て
い
ま
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
な
ど
対
応
の
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
投

与
へ
と
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
延
期
さ
れ
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

の
行
方
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

長
野
県
で
の
、
高
校
の
統
廃
合
、

再
編
が
紙
面
に
載
り
ま
す
。
少
子
化

の
こ
の
様
な
時
に
こ
そ
、
地
域
高
校

の
必
要
性
を
訴
え
同
窓
会
の
皆
様
、

ま
た
、
信
濃
町
、
飯
綱
町
両
町
で

支
え
る
「
北
部
高
校
を
愛
す
る
会
」、

関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
伝
統
あ
る
北
部
高
校
の
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
、
学
校
関

係
者
の
皆
様
、
関
係
者
各
位
の
益
々

の
ご
健
勝
、
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

し
、
学
校
の
様
子
は
社
会
と
同
様

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
今
ま
で
と
は
全
く

違
う
対
応
を
求
め
ら
れ
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
大
勢
の

皆
様
の
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
の
入
学

式
も
、感
染
防
止
の
た
め
に
保
護
者
・

職
員
の
み
で
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
は
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
る
一
斉
休
校
と
な
り
、
五
月
末

ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
を
生
徒
は
自
宅

で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六

月
か
ら
登
校
再
開
と
な
り
、
感
染
予

防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
徐
々
に
学

習
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
三

年
生
の
就
職
や
進
学
、
二
年
生
修
学

旅
行
、
北
斗
祭
、
部
活
動
の
各
種
大

会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
行
事
が

延
期
や
中
止
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は

　

昨
年
八
月
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
職
を
退
任
し
、
石
川
新
会

長
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

 
思
い
起
こ
せ
ば
、
百
周
年
記
念
式

典
実
行
委
員
長
の
中
川
前
同
窓
会
長

よ
り
、
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
同
窓

会
長
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し

た
。

　

会
長
在
任
中
は
、
微
力
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
同
窓
会
役
員
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多
く
の
同
窓

会
員
や
企
業
様
な
ど
か
ら
目
標
以
上

の
ご
懇
志
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
台
風
十
九
号
の
影
響

に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
が
、
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
い

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
個
々
が
所
有
す

る
端
末
な
ど
の
課
題
も
克
服
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
中
で
、

今
ま
で
諸
先
輩
方
が
地
域
の
方
々
と

作
り
上
げ
て
き
て
い
た
だ
い
た
「
地

域
授
業
」
を
本
校
の
特
色
と
し
て
継

続
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
こ
れ

か
ら
の
社
会
や
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
生
徒
た

ち
は
地
域
の
歴
史
や
自
然
、
産
業
な

ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
地
域
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

こ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な
い
達
成
感
を

味
わ
い
、日
々
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

飯
綱
町
様
と
信
濃
町
様
両
町
と
の
包

括
連
携
協
定
の
結
び
つ
き
を
活
用
し

な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
高
校
と
し
て

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
多
く
の
機

会
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
貴
重
な
寄
付
金
は
、
北
部
高
校
の

魅
力
あ
る
学
習
環
境
づ
く
り
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
石
川
会
長
、
上
原
副
会

長
、
中
村
副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
し
い
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
役
員
一
同
一
致
団
結
し
、
歴

史
あ
る
北
部
高
校
並
び
に
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
今
後
の
北
部
高
等

学
校
同
窓
会
の
発
展
、
同
窓
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
小

栁
伸
一
会
長
様
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
小
栁
会
長
様
に
は
長
年
に
わ
た

り
同
窓
会
の
中
核
と
し
て
リ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
、
後
輩
の
た
め
に
多
く

の
教
育
環
境
整
備
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
の
百
十
周

年
記
念
事
業
に
お
い
て
も
、
絶
大
な

る
お
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
感
謝
と
ご
慰
労
を
申
し
上
げ
ま

す
。
新
会
長
と
し
て
石
川
広
之
副
会

長
様
が
そ
の
任
を
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
石
川
新
会
長
様
は
じ
め
新
役
員

の
皆
様
に
は
、
伝
統
あ
る
本
校
の
未

来
の
た
め
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
北
部
高
校
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
の
経
験
が

新
た
な
北
部
高
校
の
礎
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
益
々
の
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
よ
う
、引
き
続
き
本
校
の
生
徒
・

　

北
部
高
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
、
本
校
の
教
育
活
動
の
充

実
の
た
め
に
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
信
五
岳
の
雄
大
な
山
々
、
春
に

咲
く
通
学
路
の
桜
、
菜
の
花
、
り
ん

ご
の
花
、
夏
か
ら
秋
に
は
校
門
の
イ

チ
ョ
ウ
並
木
は
新
緑
か
ら
紅
葉
へ
と

移
り
変
わ
り
、
そ
し
て
真
っ
白
な
雪

景
色
と
四
季
折
々
の
景
色
は
今
ま
で

［３］令和3年3月1日 令和3年3月1日［２］再刊第19号（通刊第25号） 再刊第19号（通刊第25号）長野県北部高等学校同窓会報 長野県北部高等学校同窓会報

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
２

年
度
、
男
子
副
会
長
の
藤
井
裕
太
で

す
。

　

私
は
、
一
・
二
年
時
か
ら
生
徒
会

執
行
部
に
所
属
し
、
三
年
時
は
男
子

副
会
長
と
い
う
立
場
で
生
徒
会
活
動

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
縮
小
ま
た
は
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
北

斗
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
秋
の
体

育
祭
と
北
斗
祭
を
合
体
し
た
一
日
だ

け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
密

を
避
け
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

職
員
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
顧
　
　
　
問

　

中
川　

 　
功
（
飯
綱
・
牟
礼
）

　

小
栁　

 

伸
一
（
飯
綱
・
普
光
寺
）

◆
会
　
　
　
長

　

石
川　

 

広
之
（
信
濃
・
仁
之
倉
）

◆
副
　
会
　
長

　

上
原　

 

健
次
（
長
野
・
吉
田
）

　

中
村　

 

市
郎
（
飯
綱
・
倉
井
）

◆
監
　
　
　
事

　

静
谷　

 

一
男
（
信
濃
・
荒
瀬
原
）

　

相
澤　

 

和
典
（
長
野
・
若
槻
団
地
）

◆
幹
　
　
　
事

　

三
ツ
井 

光
二
（
長
野
・
豊
野
）

　

駒
村　

 

久
芳
（
信
濃
・
富
濃
）

　

原
山　

 

良
人
（
飯
綱
・
古
町
）

　

髙
橋　

 

幸
男
（
飯
綱
・
倉
井
）

　

馬
島　

 

三
男
（
飯
綱
・
普
光
寺
）

◆
代
　
議
　
員

　

野
　
尻　

北
村　

初
夫
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

司
、
佐
藤 

春
幸

　

柏
　
原　

徳
武　
　

清
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

北
村 

照
明
、
中
村 

力

　
　
　
　
　

長
原 

富
夫
、
徳
永 

初
男

　
　
　
　
　

羽
入
田 

正
信
、
小
林 

栄

　
　
　
　
　

小
林 

康
文
、
村
田 

文
明

　
　
　
　
　

中
村 

富
夫

　

古
　
間　

大
岡　

美
一
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

桜
井 

博
一
、
佐
藤 

謙
一
郎

　
　
　
　
　

平
塚 

大

　

富
士
里　

宮
尾　

政
幸
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

和
田 

由
喜
子
、
松
村 

尚

　
　
　
　
　

佐
藤 

雅
登

　

牟
　
礼　

伊
藤　
　

勉
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

渋
沢 

登
、
平
井 

隆
二

　
　
　
　
　

丸
山 
憲
夫
、
安
達 

忠

　
　
　
　
　

井
沢 
勇
二

　

普
光
寺　

岩
村　

正
敏
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

若
林 

勝
範
、
中
村 
徹
也

　
　
　
　
　

宮
本 

永
人
、
寺
島 
芳
彦

　
　
　
　
　

高
橋 

吉
郎
、
静
谷 
栄
治

　

芋
　
川　

黒
岩　

長
弘
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

武
田 

恵
、
小
口 

清
隆

　
　
　
　
　

滝
澤 

和
雄
、
森 

秀
僖 

　
　
　
　
　

相
澤 

隆
、
外
山 

彰

　
　
　
　
　

渡
辺 

千
賀
雄
、
相
澤 

寿

　
　
　
　
　

羽
入
田 

秀
一
、
岩
村 

昇
一

　
　
　
　
　

風
間 

忠
文
、
増
田 

静
雄

　

倉
　
井　

丸
山　

文
寛
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

松
橋 

孝
冶
、
若
林 

宏
行

　
　
　
　
　

渡
邊 

勝
昭
、
高
野 

暢

　

赤
　
塩　

外
谷　

一
郎
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

黒
岩 

義
信
、
坂
口 

一
郎

　
　
　
　
　

大
川 

正
俊
、
荒
井 

近
志

　
　
　
　
　

大
川 

吉
久
、
町
田 

東
一
郎

　
　
　
　
　

田
中 

信
雄
、
外
谷 

一
美

　
　
　
　
　

佐
藤 

忠
夫
、
名
古 

一
美

　

豊
　
野　

長
野　

良
春
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

慶
二
、
小
林 

和
男

　
　
　
　
　

滝
沢 

良
英

　

豊
　
田　

松
野　

茂
和
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

滝
澤 

善
治
、
坂
本 

健
吉

　

長
　
野　

上
原　

健
次

　
　
　
　
　
（
支
部
長
（
兼
務
））

　
　
　
　
　

樋
口 

達
夫
、
徳
永 

ゆ
か
り

　
　
　
　
　

岡
田 

卓
男
、
坂
口 

彰

　
　
　
　
　

藤
澤 

宗
典
、
久
保
田 

冷
子

そ
の
都
度
不
安
や
辛
さ
を
感
じ
な
が

ら
過
ご
し
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

変
化
を
求
め
ら
れ
た
こ
の
一
年
、

ま
ず
は
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る
マ

ス
ク
の
着
用
、手
指
消
毒
、ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
の
毎
日
と
な
り
ま

し
た
。
普
段
で
あ
れ
ば
友
人
や
教
員

と
寄
り
添
い
、
会
話
し
な
が
ら
の
授

業
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
が
お
互
い
の

距
離
を
意
識
し
て
の
学
校
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
人
の
表
情
や
温

か
さ
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
学
習
に
お
い
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
授
業
実
践
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
災
害
な
ど
緊
急
事

態
の
中
で
「
学
び
」
を
止
め
な
い
た

め
に
も
遠
隔
で
の
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
す
べ
て
の
学
校
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
や
教

員
の
準
備
、
各
家
庭
に
お
け
る
イ
ン

小
栁
　
伸
一

　
　
男
子
副
生
徒
会
長藤

井 

裕
太

学校長
小林  尚人

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
同
窓
会
員
よ
り

こ
の
一
年
を
乗
り
越
え
て

　
同
窓
会

　
役
員
・
代
議
員

10月末にマラソン大会を開催しました。
男子の優勝者はなんと1年生でした。

飯綱町のメーラプラザにて「北部高校書道部作品展」が
開催され、書道パフォーマンスを披露しました。

地域授業のりんごの収穫作業。
ジュースやシードルへの加工も行います。

地域授業で三水小5年生「書写」の授業に本校2年生
が参加しました。


